
当テキストは決算説明会における説明を元に投資家の皆様の
利便性を考慮して、要約としてまとめたものです。
当日の説明を一言一句書きとめたものではございません。
ご了承ください。





• 2014年3月期通期売上高は、2兆2,369億円、前年比+16.2％の
増収を達成することができました。

• 営業利益は1,203億円、前年比+89.8％（約1.9倍）の
増益となりました。

• 当期純利益は728億円、前年比+124.3％（約2.2倍）の
増益となりました。

• 年度末に向けたＭＦＰ、ＰＰの新製品販売の拡大、
ＩＴサービスやＭＤＳ等の新しい事業の拡大、
さらに構造改革が大きく寄与しています。

• 2014年3月期の見通しは、
売上高2兆3,000億円（前年比+2.8％）
営業利益1,400億円（前年比+16.3％）
当期純利益800億円（前年比+10.3％）
配当金は1円増配の34円とさせていただきたいと思います。

• また2013年3月期の期末配当金は、
予定通り16.5円で株主総会に上程します。



• 前回の見通しをすべて達成することができました。
ただし、前回見通しは下方修正したものであり、
手放しで喜べるレベルだとは思っておりません。
しかし、見通しを達成できたという点では１つの達成感は
あります。

• 今後の2014年度の事業計画および18次中期経営計画も
必達し、皆さまの信頼を得られるようにしたいと考えています。

• 2014年3月期は、全事業セグメント、全所在地セグメントで
増収、増益となり、赤字のセグメントは全てなくなっています。



営業利益が前期634億円から今期1,203億円となった要因分析です。

＜構造改革ネット＞

構造改革による増益効果はほぼ予定通りです。
前期費用166億円、当期費用110億円、効果278億円、
あわせて334億円の増益効果となりました。

＜販売減＞

第4四半期で増収に転じています。
6月に発売した新製品が第4四半期から増収効果として出ています。

＜製品原価低減＞

原価低減については予定通り進んでいます。

＜為替影響＞

為替影響は461億円となっており、前回見通しより少なくなっています。

グローバル購買を進める等、事業構造が変化しており為替の感応度が
低くなっています。

営業利益における為替感応度は、
ドルについては13億円から8億円に
ユーロについては15億円から14億円に修正しています。

結果として、569億円の増益を達成することができました。



• 2014年3月期は、
費用110億円、効果278億円とほぼ予定通りであり、
2011年3月期と比較すると通期で682億円の効果が出ました。

• トータルの人員削減数は、11,000名です。
ただし、一方で体制強化やＭ＆Ａ等により増加しているため、
2010年3月期と比較すると2014年3月期は108,195名であり、
約800名の純減となりました。



＜営業利益＞

• 第4四半期の営業利益は412億円となりました。
四半期で営業利益が400億円を超えたのは、
2008年3月期（2007年度）の第4四半期以来です。
2007年度は過去 高益を達成した年であり、
着実に回復してきていると考えています。

• 営業利益率も第4四半期で6.7％となっており、
7％近くまで回復しています。

＜販管費および一般管理費＞

販管費率は31.2％と低下してきており、
構造改革が定着しつつある証だと思います。



• 売上高は1兆9,704億円、
前年比+16.9％（為替除く+4.0％）となりました。

• 年度末にかけてＭＦＰ、ＰＰが好調に推移したこと
またWindows ＸＰ切換や増税前需要の影響もあり
第4四半期売上高+8.8％増（為替除く）と大きく伸びています。

• 営業利益は1,846億円、営業利益率9.4％となりました。

• 四半期営業利益率は10.7％と2桁を超えてきました。



• 第3四半期から新製品が寄与してきたため、
ハードも第3四半期から伸びてきています。
このハードの伸びは、2015年3月期（2014年度）から
ノンハード伸び率として顕在化する見込みです。



＜日本＞

売上高では、 Windows ＸＰ切換特需や増税前需要があり
第4四半期で大きく伸びており、前年比+22.6％の増収と
なりました。

＜米州＞

構造改革の影響もあり、トップラインはあまり伸びていませんが
営業利益は順調に伸びてきています。



＜欧州＞

需要環境は厳しいものの、構造改革の効果等により
トップラインは伸びていないが営業利益は右肩上がりで
推移しています。

＜その他＞

売上高は2桁成長で伸び、
営業利益も大きく貢献し始めています。



• 前期のマイナスから営業利益率4.9％となり、
売上高は+12.8％（為替除く+3.7％）の増収となりました。

• 営業利益は赤字から黒字へと改善しています。



ファイナンスやカメラの売上が拡大し、
前期の赤字から黒字化を達成しました。

結果、全てのセグメント、地域で黒字化を達成しています。



• 下期の売上高の拡大により売上債権とリース債権が
大きく増加しました。

• たな卸資産では効率化を進め、棚卸資産回転期間は1.74と
なりました。

• その結果、総資産は前年比+1,962億円となり
総資産回転率も改善しています。



• ネット有利子負債は5,803億円となりました。
社債償還により12月末から500億円削減しています。

• 国内リース子会社を除外するとネット有利子負債は45億円となり、
ほぼネットキャッシュに近い状態となっています。



• 通期フリーキャッシュフローは247億円となりました。

• 国内リース子会社だけでなく、海外でも積極的に
ファイナンスソリューションビジネスを拡大しています。

• リース債権増加によるキャッシュアウトを除外すると
942億円のフリーキャッシュフローに相当します。
1,000億円近いフリーキャッシュフローを創出できる体質に
戻ってきました。



• 2015年3月期の見通しは
売上高 2兆3,000億円（前年比+2.8％）
営業利益 1,400億円（前年比+16.3％）
当期純利益 800億円（前年比+10.3％） としています。

• 為替前提は、ドル100円、ユーロ140円です。

• 投資関連では、新規事業への投資等もあり研究開発費、
設備投資を増やしています。



＜前年度構造改革ネット＞

今期は大きな費用はなく、効果のみ出る見込みです。

＜その他経費増＞

昇給・賞与の増加、新規領域での体制強化への投資等が
入っています。



• 2014年3月期配当は予定通り33円とさせていただきたいと
考えています。

• 2015年3月期は34円を予定しています。
配当性向は30.8％になります。

• ＲＯＥは当面8％以上を目指します。



























【主なＱ＆Ａ】

Q1. 2015年3月期の営業利益計画 1,400億円はやや保守的に
思えるが、計画設定の理由を教えてほしい。

A1. 保守的に見えるかもしれないが、今期は新しい事業への投資
も行っていく予定のため、それを踏まえての計画となっている。
前年度にはMFP新製品のラインアップも出揃い、構造改革も
進んでいるので、まずは着実に業績を達成していきたい。

Q2. 中期的に大きな成長を目指しているネットワークシステム
ソリューションが今期計画では△3.9％とマイナスの計画と
なっているのはなぜか？

A2. 2013年度はWindows XPのサポート終了や日本の消費税率
アップ前の駆け込み購買に伴うパソコン関連の特需があり、
今期はその反動があると考えている。
中期的には国内・海外とも着実に伸ばすべく、様々な施策を
実行している。


